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   長崎県立大崎高等学校創立７３周年 
                                                        

 

 
 

１．校訓 「気魄
き は く

・克己
こ っ き

・英知
え い ち

」 1979年(昭和54年)に制定 

 

２．校章 

  校章は昭和27年2月設立許可と同時に、大島、崎戸両町の一般から懸賞応募し、昭和27年3

月に決定されました。高の字を、大島の「大」と崎戸の「崎」で抱き、波をイメージした文

様とペン先を組み合わせています。悠久の大地から恵みを受けたこの大島と崎戸。そして、

大自然の厳しさの中に、勉学を志す強い意志がきっぱりと表現してあります。 

 

３．大崎高校開校までの経緯 

◎1951年（昭和26年） 

・崎戸町が県へ「佐世保商工高校崎戸分校」を全日制の独立校とするよう請願。しかし 

崎戸町の人口問題（住人４万人以上の人口が設立基準）により却下。 

・そのため崎戸町から大島町へ、両町で共同して高校設立をすることを働きかけた結果、

両町議会で敷地造成・校舎建築をすべて両町の責任で行い、県に寄附することを決定し、

県へ設置を働きかける。 

 

◎1952年（昭和27年） 

・2月 7日 県が高校新設を許可 

⇒ 町民、町議会、高校独立促進特別委員会、分校ＰＴＡ、その他の有志の熱

意が県に認められた結果である。 

           ⇒ 県立佐世保工業高校崎戸分校と県立西彼杵高校大島分校との統合という

形で、大崎高等学校普通科120名、定時制80名、採鉱科40名の設置が決定さ

れる。 

・4月 1日 長崎県立大崎高等学校開校 

  ・4月13日 大島校舎で普通科40名、定時制80名の第1回入学式を挙行 

・4月15日 崎戸校舎で普通科80名、採鉱科40名の第1回入学式を挙行 

  ・6月20日  大崎高等学校開校式挙行 ＜創立記念日＞ 

 

◎1954年（昭和29年） 

・11月1日 現在も私達が学ぶ本館が完成し、 

大島校舎・崎戸校舎から中戸の新校舎へ移 

転する。 

                        

 

 

 

 

 

４．これまでの部活動（枠内は現在の部活動） 

  〔体育部〕 

      陸上競技部  水泳部  体操部  野球部  

卓球部   ソフトテニス部  バレー部  

バスケット部   剣道部   柔道部 

弓道部  ヨット部  サッカー部 

応援部  ソフトボール部  ダンス部   

軟式野球部  ボクシング同好会 

 

    〔文化部〕 

社会部  文芸部  物理部  化学部  生物部  珠算部  食研部  洋裁部 

音楽部  華道部    新聞部  放送部  吹奏楽部（ﾌﾞﾗｽﾊﾞﾝﾄﾞ部）    演劇部 

ＪＲＣ・報道部   写真部  美術部  科学部  弁論部  語学同好会 

図書同好会      園芸同好会        英語同好会 

 

                       

【大崎高校写真館】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．生徒のみなさんへ  

  
  

昭和 29年 11月 27日 大崎高校落成記念写真 プレイコート（現在の武道場下駐車場） 

大島町・崎戸町の連携によって全日制普通

科高校である本校が設立され、これまで数多

くの先輩達が学んできており、創立 7３周年

を迎えました。 

そして平成 25 年にはこの中戸の校舎に

西海市立大崎中学校が設立され、全国でも珍

しい「同居連携型中高一貫教育校」として今

日まで歩みを続け、今年で 1３年目となりま

した。 

地域の大きな期待と支援のもとで学ぶ皆

さんは、歴史ある大崎高校の生徒であること

を誇りに持ち、日々の学習や部活動に全力で

取り組み、充実した高校生活を送ってくださ

い。 

 


